NAKATSU-SUMERAMIKOTO\u27 in THe MAN-YŌSHŪ. (THe Person and her Works) Part 2 by 福沢 武一
万 葉 集 の ｢中 皇 命｣
― そ の 人 と 作 品 ―
第二部







シレヤ 旧訓 ･仙覚抄 ･宗祇抄 ･代匠記 ･略解
･楢の柚 ･注疏 ･松岡氏古語大辞典 ･金子氏
評釈 ･西村氏文化史的研究 ･斎藤氏 (研究 ･
歌境 ･秀歌細字)･佐々木氏新訓 ･土屋氏(午
表 ･短歌文学講座)･今井氏 (同講座)･石川




シラム 宣長説 (略解)･燈 ･敦証 ･墨純 ･槍
‡爪･古義 ･野雁新考 ･井上氏新考 (以上,読
を武の誤字とす),芙夫君志 ･豊田氏新釈 ･
折口氏口訳 ･左千夫新釈 ･山田氏講義 ･菊地
氏清考 ･全釈 ･春陽堂講座阿部氏説 ･正訓 ･
正宗氏 (総索引 ･大成)･総合研究 ･斎藤氏




(総釈 ･皇室歌人 ･全講 ･全注釈 ･角川文犀
本)･森本氏 (符号本 ･地平社版 ･精粋 ･万
葉大辞典 ･創元社講座)･高田氏鑑賞 ･定本･
沢潟氏 (新校 ･大成 ･誕 生 ･注釈)･佐々木
氏 (評釈 ･新訂版新訓)･峯岸氏口訳 ･朝 日
古典全書 ･土屋氏(私注 ･鑑賞世界名詩選)･



























しら しら し ら し ら し ら し ら
知16 日8 之良30 思良9 志良 2 知之
しり し り し り し り し り
1 知27 之里1 之理1 思理 1 四里1
しる し る し る し る しれ
知29 之流1 師流1 志流1 知2
知る (下二段自動詞)
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しれ し れ し れ
知1 所知1 令知2
知れり (知っている)
し れ ら しれる し れ る し れ れ
知有3 知2 知有1 之礼礼1
知らゆ (知られる)
しらえ し らえ し ら え し らゆ
知2 所知8 之良延 1 所知6
領らす (四段他動詞)
しらさ し らさ し ら し し らし し ら し
知1 所知4 之良志4 所知11 志良之1
し らす し らす しらせ
所知3 領為1 知2
領る (他動詞)
しり し り しる しれ


































しれり 略解 ･古義 ･井上氏新考 (知らせつ
の意)･折口氏口訳 ･新校 ･古典全書 ･大
成 (正宗 ･沢潟両氏)
しるれ 森本氏地平社版






















- 墨縄 ･棺狐 ･注疏 (髄掌せよ),井上 氏新
考 ･小学館本 (掌る),金子氏評釈 (守れ),



















































































































































































天皇 国6 天の下9 京2 天1
皇子 国1 天の下1 天地のよりあひのきは






































































































































りません｡家持は ｢知らず｣,中皇命は ｢知 るれ
や｣(反語),これらは本質的に別なものではあり
ません｡








































































































































































































aカクマタルレバ 旧訓 ･拾穂抄 ･代匠記 ･童
蒙抄 ･略解 ･折口氏口訳 ･金子氏評釈 ･総
釈石井氏説 ･久松氏現代語訳 ･全注釈 ･私
注
a'ヵクマタユレ,: 佐々木氏新訓 ･定本 ･符号
本 ･森脇氏解釈 ･沢潟氏 (大成12･注釈)
･集成
a"ヵクマタユル- 地平社版･中西氏･講談社本
bカクノミマテ,: 玉の小琴 ･古義 ･井上氏新
考 ･川田氏女流歌人 ･総索引
b'ヵクノミマタ,,' 全釈 ･新校 ･峯岸氏口訳 ･






































つ か は さ れ お も は ろ
の初出は ｢都加播佐礼｣(894)で,｢於毛波流る わ す ら れ ず
留｣(3372),｢和須良礼受｣(4322)など二,
三あるに過ぎず,今は時代も古く,ユの方が
よい｡(沢潟氏注釈)
これに従うべきです｡a'は ｢このように待たれ
ることは｣の意で,切実さを欠きます｡
四
アリカツマシジの語釈は橋本進舌博士に負って
います｡主題歌においても定訓の座を動 きませ
ん(21｡
マジの古形がマシジである--｡推量の助
動詞マシに否定のジがついたものがその源を
なすものであろうと思われる｡(大系)
語の成立はそのようだったに相違ありません｡
玉くしげみ宝の山のさなかづらさ寝ずはつひ
にありかつましじ (94 鎌足)
このアリカツマシジは,- とても生きてはい
られないでしょう･--と,未来にかけた物言いで
す｡しかし,マシ･ジ共に,必ずしも未来の推量
に限られないように,マシジも未来にわたらない
場合があるのです｡
やすみLL吾が大君の 夕されは見し給ふら
し 明け来れは問ひ給ふらし 神岳の山の黄
葉を 今日もかも問ひ給はまし-- (159
持統天皇)
八百日ゆく浜の真砂もわが恋にあにまさらじ
か沖つ島守 (596 笠女郎)
いずれも未来にわたりません｡現在の推量にす
ぎません｡
明日香川水ゆきまさりいや日けに恋の増老あ
りかつましじ (2702)
マサレバの旧訓は姿を消し,考以来マサラJIが
採用され,現在では武田氏の次の見解も立ち消え
です｡
上三句の序によっても,現にまさりている
とする方がよいだろう｡(増訂版全注釈)
同感です｡三句に及ぶ修飾が第三句につらなっ
ています｡それが今後の想定 (まさらば)だった
ならば実観の薄いところにとどまります｡長大な
修飾は実感 (まされは)の所産だったはずです｡
その時,-歌の中心である第五句にも実感が宿さ
れます｡やむにやまれぬ訴えゆえに-歌は歌われ
たはずです｡すなわち,武田氏と共に旧訓に復す
べきです｡
--日まLに恋が増さったので,ながらえ
得ないことだろう｡(武田氏上掲書)
この訳文は拙劣です｡次のよう 改めま しェ
う｡
--恋がつのるので生きていられそうにもな
いのです｡
同様にして,主題歌の場合,通解の ｢生きてい
られないでしょう｣は問がぬけています｡
--･こんなに待たされると,生きてゐられ
ようとは思ひません｡(全注釈)
四,五句とも忠実な訳になっていません｡
--かう待たれては居ることが出来ない｡
(私注)
･いま現在の苦しみを訴えている点はいいのです
が,次のように補正したらどうでしェう｡
--こんなにあなたが待たれるので私は生
きていられそうにもないのです｡
さて,以上の結論として,a'を選ぶことになん
らの支障をきたしません｡しかし,他の訓釈がさ
らに任だったならは一考を要します｡
カクノミマタパの場合,｢耳｣の改字は別 とし
て,さてどうかといいますに,
長い日数をこんなに待ってばかりゐるなら
ば,堪えられないであらう｡(全釈)
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未来の推量に終始していて,訴えるものに欠け
ます｡カタノミマテ/:は,- きり返されないで
しェうか? では,待たねはいいではないか,
と｡待つまいとしても待たずにいられないのがマ
タユレ,Iです｡一見弱そうに見えて,実はぎりぎ
りなものがここにはひそんでいます｡
カクシマタエバは,このように今後も待たなけ
ればならないならば--と,未来の推定に主眼が
おかれ,現在の嘆きは二次的なものとなります｡
このようにして,マクエレノミを越えるものはな
く,ここに決定をみるのです｡
五
題詞に ｢難波天皇｣とあり,仁徳天皇が当てら
れています｡古事記によると,天皇には異母妹が
10人以上います｡その一人が題詞の ｢天皇妹｣に
撮せられます｡それを八田皇女と推定するのは土
屋氏です｡しばらく氏の論に聞きましェう｡
八田皇女が後宮に入られたのを怨んで,皇
后磐暖が山城に退身され,それを慕って天皇
が山城に赴かれた--｡山城と大和と臭って
はゐるが,或は其の物語に関連して,かうし
た歌も語り伝-られたものではあるまいか｡
巻二巻頭の磐媛皇后の作が伝説的のものであ
るのは共の場合に述べた如くである｡此の作
なども多分にさうした伝説的要素を有するも
のであらう｡作風から言へは民謡的色調が濃
いものといへよう｡但し相聞の歌は,殊に比
の巻の次々に見えるものの如きは,作者を明
記するものにも民謡的なものが少 くない｡
(私注)
いささか引用が長すぎました｡-歌を伝説的 ･
民謡的に眺める傾向を一文に代表させたかったの
です｡多かれ,少なかれ,それが通念になってい
ます｡
作品そのものは,別して伝説的でも,民謡的で
もありません｡難波天皇を孝徳天皇と解し,｢妹｣
を聞入皇后,皇兄を中大兄皇子に擬したならば,
-歌は現実の世界に息を吹きかえします｡
古い調子の歌であるが,仁徳天皇の時代と
いふが如き古さはない｡歌から言っても,守
はり孝徳天皇の時代とするのが適 当であ ら
う｡(全注釈)
全く同感です｡
時代が余り古すぎるとか,歌柄がどうだと
かいって,これを救ふのはどうであらうか｡
(総釈石井氏説)
この見地に質しません｡伝説 ･民謡のヴェール
をかけたくないのです｡ヴェールは生きた肌を見
えなくします｡まして,生きた鼓動はったわって
来ません｡
二段から成ってをり,怨言を述べて,よく
その意を致してゐる｡描写がないので抽象的
に叔し,迫力に欠ける所がある｡(全注釈)
巻二巻頭の次の磐媛歌にくらべたら激越さにお
いて劣るところがありましょう｡
君が行きけ長くなりぬ山尋ね迎-かゆかむ待
ちにか得たむ (85 磐媛)
かくはかり恋ひつつあらずは高山の岩板しま
きて死なましものを (86 同)
しかし,主題歌には心理のあやが生きいきと写
されています｡言辞が先走らず,心情が宿ってい
ます｡
平明率直で,何の粉色もないが,真実その
ものである点に人を動かす力がある｡女性ら
しいつつましさもよく,二句切れで引締って
をるのも,古趣がある｡(佐々木氏評釈)
同感です｡第10･ll･12歌と底流を共にしてい
る,- このように評したら強いたことになるの
でしェうか?
注
(1)マチョキ以外の訓を示します｡
(a)マチツゲ 旧訓･拾穂抄･童蒙抄･安藤野雁新
考･折口氏口訳･金子氏評釈･私注
(b)ヒトヲモマテシ(人母待志) 音義･川田氏女
流歌人
(C)ヒトモマツベキ(人母待倍吉) 井上氏新考
(也)は,助詞ヲを補読させ,モだけ｢母｣と表記す
るのは不自然です｡｢志｣の改字も暴挙です｡(C)ち
目にあまる誤字説です｡
(2) ア1)カツマシジが決定的で,他を蹄みるに及びま
せん｡念のため列挙しますと.
アリユタユズモ 旧訓･拾地抄･代匠記
アリガテナクモ 考･略解･古志･折口氏口訳･
川田氏女流歌人
アリガテヌカモ 井上氏新考
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